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研究成果の概要（和文）：19 世紀のアメリカ人作家メルヴィル、エマソンを中心にして、その

自然観を考察するため、作品の動物表象に着目し研究を行った。その結果、当時発達した自然

科学の影響を受けた多様な生物への関心がまし、また植民化活動の活発化から派生した東洋の

文化・思想の流入した結果、動物と人間の融合する自然観、世界観が作品に反映されているこ

とが確認できた。これらは今日の動物の権利、エコロジー的思考へと向かう流れを形成してい

ると思われる。

研究成果の概要（英文）：By shedding light on animal representation in nineteenth- century
writers, especially Herman Melville and Ralph Waldo Emerson, this study argues that the
interest in various animals spurred by the development of natural science and the influx
of Oriental culture and thoughts brought by colonial expansion could shape their ideas
toward the view of compatible relationship between nature and humans. Their depictions
of animals under such influences could pave a way to recent ideas of animal rights and
ecology.
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１．研究開始当初の背景
19 世紀は、科学史、文化交流の面で発達の著
しい世紀であった。これらが文学にどのよう
な影響を与えたかの研究をするにあたって、
先行研究は主に以下の二つの方向があった。
（１）科学言説の影響研究―ジリアン・ビア
などによる研究により、進化論が文学者の世
界観に影響を与えたことが指摘されていた。
（２）文化交流史の研究―エドワード・サイ

ードの、言説としてのオリエンタリズム批判
を補足する形で、オリエントが与えた影響に
ついて、ヒルトン・オベンジンガー、ティモ
シー・マーの研究が、オリエントが西洋にと
ってどのような意味を持つか、ユダヤ教的思
想、またイスラムの影響という個別の影響関
係を明らかにしようとする個別化による影
響関係を研究する動向があった。
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２．研究の目的
本研究では、19 世紀アメリカ小説を中心にし
て、研究当初の背景としてあった、科学言説
の影響と文化交流の影響の二つの相互の影
響を研究するため、動物表象に注目し、アメ
リカにおける 19 世紀的自然観の特徴を明ら
かにし、現代の生命観、自然観への流れを考
察することを目的とした。

３．研究の方法
科学史、文化史の影響を考察するため、科学
史の面では、自然科学の発達による自然史、
及び動植物の図鑑の製作史の影響を考察し、
文化史の面では、オリエントの文化、言説の
影響がどのようにあらわれるかを中心に研
究することにした。
（１）科学史的研究
アメリカでのダーウィンの進化論の影響を
再考するため、まずダーウィン以前の進化論
的言説がアメリカ知識人に与えた影響を考
察し、またダーウィンの進化論自体が文学者
にどのように受容されたか考察するため、エ
マソンの日記、作品、メルヴィルの作品、及
び、ハーバードの植物学者エイサ・グレイに
よるダーウィンの進化論をアメリカへ紹介
する際の経緯について研究することとした。
（２）文化史的研究
エマソン、メルヴィルの作品のなかで、オリ
エントを舞台にしたものや、オリエントを想
起させる作品を選びだすこととした。その上
で、エマソンの日記にあらわれる Japan とい
う言葉が示す背景を調査することで、アメリ
カ人にとってのオリエントの持つ意味を考
察することした。
（３）派生的研究
上記から派生的にでてきた問題系として太
平洋がどのような射程でアメリカ文学に入
っているか、ジャック・ロンドンのハワイを
舞台にした短編、また東西交流にかかわる形
で移民の問題としてアイルランド移民の表
象、及び東西関係の破綻した形としておこる
戦争について 19 世紀がどのようなロジック
を持っていたか、エマソン、メルヴィルの作
品で考察することとした。

４．研究成果
研究成果を、米国の３つの学会と国内のシン
ポジウムで発表することにより、19 世紀アメ
リカ文学を考える際、自然史、東西交流、動
物表象の重要さを喚起することができた。
さらにこれを論文としてまとめ整理し、また
今後の展開をふくめ報告書の形でまとめた。
（１）自然史の発展、文化交流の発展という
観点から―自然史の発展について、とくに図
鑑の精妙な描写が、動植物を人々にとって身
近なものとすることに貢献し、エマソンの自
然描写に与えた影響を考察し論文とした。さ

らに、エマソンと物質文化の影響を中心に東
西交流のあり方の成果の発表の場としてア
メリカ ALA年次大会の場で成果を発表するこ
とができ、物質文化を通した興味からやがて
思想へと興味が進展する過程をエマソンと
日本の関わりについて問題提議をすること
ができた。
また、東西交流という点で、国内のメルヴィ
ルのシンポジウムに参加し、メルヴィルの思
想形成における文化の射程の広さを指摘で
きた。
（２）動物表象におけるオリエントの影響に
ついて―メルヴィルの動物表象の特徴をメ
ルヴィル国際学会で発表し、オリエントの影
響の大きさを指摘した。具体的には、聖地巡
礼を舞台にした作品で動物がどのようにあ
らわれているかを研究したものであり、地形
をあらわす際に使われる象からは、当時アメ
リカで象が人々の耳目を集めていた点を指
摘し、またロバの描写からは旧約聖書的な忍
耐のテーマ、そして馬の描写からは、レバン
ト地方特有の人と動物の一体感に基づく自
然観が作品中に描かれていることを指摘し、
メルヴィルがオリエントにおける動物のし
める場というものに気づき、これらを作品に
あらわすことで、人間と動物が一体化したエ
コロジカルな世界を東洋の影響のもと描い
ていると論じた。これを論文とし投稿した。
（３）太平洋という観点—ハワイを舞台にし
た小説を考察し、太平洋上の島の生物がどの
ように捉えられていたか、また島自体がどの
ように捉えられていかを、米国 PAMLA 学会で
発表し、アメリカ文学を考える際、島のもつ
重要性を指摘することができた。
（４）移民の観点—アイルランド移民に焦点
をあて、メルヴィル、エマソンなどが彼らを
どのように捉えているかを考察し、異質なも
のに対する作家たちの寛容性と社会の排除
性を指摘した。
（５）研究成果と今後の展望
エマソンやメルヴィルの作品における動物
表象から、動物の捉え方にオリエント的な影
響のあることが指摘できた。こうした東洋の
影響を受けた動物表象を再考することで、サ
イードの分析したオリエンタリズムという
オリエント表象への批判を再考することが
できる。人口に膾炙したオリエンタリズムは、
18 世紀以降、海外進出の機会を持ったイギリ
ス人、フランス人などの旅行記から次第に形
成された言説であると分析されている。サイ
ードは序論で、アメリカのオリエント体験は
ヨーロッパの体験と違った形であると指摘
し、メルヴィル、トウェインの名をだしなが
らその詳細な分析はしていない。オリエンタ
リズムの構築にアメリカの言説がどのよう
にかかわったかは曖昧なまま終わっている。
文化交流の影響を跡づける研究をすること



により、アメリカ的経験の分析をする必要が
感じられた。「オリエンタリズム」に含まれ
る西洋近代（植民者）という「他者を通して
自己理解」をいったんアメリカでなくヨーロ
ッパのものと捉え直す時、19 世紀においてア
メリカがこれにどれほどとらわれていたか、
あるいはいなかったかの検証が必要となる。
しかし、ここで注意すべきは、アメリカの特
殊性をいうことで、ピューリタン的モノカル
チュラルな言説に戻るのではなく、エマソン
が「自然」の冒頭で述べた自分の目でみよと
いうテーゼがどれほど有効であったか見直
すことが重要である。自分の目で確かめた上
での認識が 19 世紀中葉のアメリカ作家に共
通であったとすると、彼らのオリエンタリズ
ムは、やはり一枚岩的に捉えるべきではない。
オリエンタリズムは決して一枚岩的なもの
でなく、多様な万華鏡のようなものであり、
他者の自己規定を逆向きに見ることで、多様
な自己があわれてくることとなる。そうした
観点で、動物表象を見直すことで、新たなア
メリカ像が浮かぶこととなるのである。
この結果、二つのアメリカ像が浮かんでくる。
ひとつは巨大生物に興味を描くメルヴィル
の見るアメリカであり、その対局にあるのが
エマソンの小動物に注目する眼差からみた
アメリカである。メルヴィル的な見方は、人
間の力の外にある大きな自然という認識を
あらわしており、エマソンの小動物への注目
は、人間の認識で統合できる自然という考え
方に基づいている。こうした二様の捉え方が
19 世紀アメリカ文学をみる際に重要となる。
巨大生物に興味を持ったメルヴィルが、南洋
諸島や奇妙な生物の生息するガラパゴス諸
島などを回った経験のあることは、文化交流
という点で特筆に値する。また、エマソンが
自然博物館という構成された世界で小動物
のあり様から、人間と一体化する自然という
観念を導き出した点は、メルヴィル的な考え
方とは対照的な世界観をつくることとなっ
たといえよう。
また、オリエントの影響という観点で研究し
た時見いだした象という生物への注目は 19
世紀に特徴的なことであるといえる。当時多
くの人が興味を持った象は、単に新聞をかざ
るだけでなく、風刺の際用いられ、政治の風
刺画として用いられる。象は民主主義を象徴
するものとなり、のちに共和党のシンボルマ
ークとなっていく。
メルヴィルは巨大生物に関心を抱いたが、象
への興味は、『白鯨』の白い象、『マカバイ書』
の象の挿絵の所有、『クラレル』でのエルサ
レムの地形の比喩として登場する。また、鯨
については、文字通り『白鯨』では、鯨学と
いうセクションを設け、鯨の生態を描いてい
る。これは、鯨という巨大生物がメルヴィル
の想像力にとっては、重要な位置を占めてい

ることのあらわれといえる。上述した政治の
風刺画に象が登場することと考えあわせる
とアメリカ人がもつ政治に対するイメージ
が動物に反映されているとも考えられる。で
あるなら、アメリカの民主制が巨大な力をも
つものであると当時の人々が感じていると
解釈できよう。
また、エマソンの動物を見るミクロな見方、
メルヴィルの動物をみるマクロな捉え方か
ら、アメリカが対立的な思考方法を内包しつ
つ、巨大国家へとなっていく 19 世紀という
時代の理解を深めることができたと考える。
言い方をかえればこうした求心的な見方と
遠心的な見方は、やがてナショナルであって
グローバルというアメリカ的思考へと連な
っていくことが推測される。そこで今後は、
この動きを研究すべく「島」の表象に注目し
て、孤立しつつ共存する島の表象を通してア
メリカのナショナルであってグローバルな
自己イメージの解明をさらにすすめていき
たいと考える。
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